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なり，考古学的な調査がこの分野の研究に及んできた。

物質的な証拠を取り上げることで記録に書かれている内

容が物質で確認でき，ヨーロッパから日本に到るまでの

伝道ルートを明らかにすることができるようになってき

た。また，出土した遺物の解析に関して科学的な方法を

応用することで，既存の研究に対してより高い客観性を

付与することが期待されるようになってきた（今野春樹：

2006a)。

本研究では南蛮貿易の実態や日本におけるキリスト教

の展開と発展などを遺物という観点から明らかにするこ

とを目的とした。そのため，考古学的な調査で出土した

遺物を対象として自然科学的な研究方法を応用し,H本

におけるキリスト教の伝来や西欧諸国との交易に関して

資料の材料という観点から研究を進めた。研究対象とし

ての遺跡は現在も調査が進行中である人分県の大友府内

町跡から出土したキリスト教関連の遺物を主体とした。

これら資料に関して自然科学的な研究方法として，蛍光

Ｘ線法による化学組成と鉛同位体比法を用いた材料の

産地推定という面から，当時の日本におけるキリスト教

の布教，または日本との貿易に関して知見を得ようとし

1 ° は じ め に

文化財資料に川いられた金属材料に関する化学ﾎM成や

材料産地の推定は製品の製作技術レベルや移動に関する

情報を与えてくれる。物資の移動には人間の交流あるい

は文化の伝搬が付加されるので，製作技術レベルや材料

の生産地の把握は歴史的な文化の発展を解き明かす一側

面である。そこで，本報告ではこの考え方の一環として，

日本の１６１廿紀後半の遺跡から出土した銅および鉛など

の金属製品に関して，化学組成や鉛同位体比の測定から，

材料の性質・製作技術・生産地などを明らかにしようと
ｌナー
堵 ノ ノ - 台

1６iH:紀後半という時代は日本へキリスト教が導入さ

れた時期である。この時のキリスト教は先進文化や文物

の一部として認識されていることが特徴である。１５４３

年にｕ本と西洋の交易がはじまり，この交易によって日

本へもたされた製品は南蛮品と称されている。交易国で

ある西洋諸国の文化はキリスト教に基づいていること，

南蛮船の貿易とキリスト教の布教とが一体化されたこと

などで日本においてキリスト教の伝来が持つ意味は大変

重要である（歴史教育者協議会:2004)｡

日本のキリスト教史あるいはキリスト教と南蛮文化な

どに関する研究はいろいろな分野で進められているが，

最近の発掘でキリスト教関係の資料が蓄積されるように

た、

2．研究資料
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真諭が利用されている例もあることから，その利用は急

速に進んだと思われる。また，スズー鉛の合金も利用さ

れるようになってきた。

3.1 .1化学組成の測定方法

測定は本学に投置されている堀場製作所製蛍光ｘ線

分析装置MESA-500S(EDS,照射径１Omm.)および

セイコーインスツルメンツ（社)製ポータブル蛍光Ｘ線

分析装置SEA200(EDS,照射径２mm.)で行った。

定量計算にはこれら機器に付属しているFP法を用いた。

本研究においては測定条件として測定時間を３００秒，

試料室の雰囲気を大気，電圧を５0kV,電流を３〃Ａに

設定し，測定した。

大名である大友宗麟の勢力下にあり，府内町として栄え

ていた。中世大友府内町跡は大友氏館跡および町屋跡を

中心に発掘調査が現ｲ|進んでおり，遺物が蓄積されてき
た。この'|'にキリスト教関連の製品が含まれており，そ

の''1でも主になるのがメダイである。メダイはポルトガ

ル語Medaihaが日本語に転誰した単語で，現在の意味

ではメダルを意味する。メダイはキリスト教における護

符の一種であり，単独あるいはロザリオや十字架に付属

し，キリスト教信者である証拠として拡がった（今野春

樹:2006a)(今野春樹:2006b)｡

メダイはキリスト教を布教するために来日した宣教師

によってヨーロッパから日本へもたされたといわれてい

るが，一部は日本で鋳造された場合もあるといわれてい

る（人分県教育庁文化財センター:2005)。

大分県にある中世大友府内町跡からはメダイおよび府

内型メダイ，ロザリオの一部と考えられるガラス玉など

が出土しており，キリスト教との関連性を示唆している

(大分市教育委員会:2003)｡今回，測定に供された資料

は中世大友府内町跡から出士したキリスト教関連遺物

１７点である。これらの材料から当時の交易の様相を推

定することにした。また，他遺跡から出土したキリスト

教関連の遺物に関しても鉛同位体比測定を行い，巾|廿大

友府内町跡出士の資料と比較し，当時の材料の流れや圧｜

際交流などに関して考察した。

3 .2鉛同位体比

3.2.1鉛同位体比を用いた産地推定

鉛の同位体比は各鉛鉱山で原理的に異なる故，文化財

資料に含まれる鉛の|則位体比の測定から，鉛の産地を推

定できる。文化財資料に関する鉛同位体比の先行研究で，

日本から出土した弥生時代～古墳時代の資料，および現

代の日本産鉛鉱山資料は図ｌと図２の分布になると示さ

れている（馬淵久夫:1993)｡

図ｌは横軸を"7Pb/2''6Pb,縦軸を帥sPb/206Pbの値と

した図であり,A式'又Ｉと仮称する。図中のＡ領域は中

国前漢鏡が主として分布する領域で，華北産の鉛と推定

される。Ｂ領域は''1国後淡鏡および三国時代の銅鏡が分

４jする領域で華南産材料,C領域は現代日本産の主要鉛

鉱石が含まれる領域で日本産材料,Dは多釧細文鏡が分

布する領域で朝鮮半島産材料の中央線として示される。

図２は横軸が訓!IIPb/""Pbの値，縦軸が207Pb/2"Pbの

値とした図でＢ式図と仮称する。この図の中でA',B' ,

C ' ,D 'はそれぞれ中国華北，華南，日本，朝鮮半島産

の鉛領域を表わすと仮定する（平尾良光:1999)。鉛材

料の産地は当然鉛鉱lllが示す値から設定するべきである

が，文化財資料か製作された当時に利用された鉱山を探

すことは熈理であり，現実的にも限界がある。そのため，

文化財資料が製作された当時の鉛材料を資料から取り，

それを堆準に髄域を仮定し，設定した。そして仮定した

この領域は今までは矛盾がないようにみられる。

しかし，これらの領域設定には幾つかの限界がある。

３．化学組成と鉛同位体比

3 .1化学組成

金属文化財に関して化学組成を調べることは文化財を

構成している材料がわかるだけではなく，その結果から

文化財が製作された当時の技術水準を推定できるので意

味があるｃまた，蛍光Ｘ線分析法は文化財を破壊せず

に測定できるため，考占学の分野では金属文化財の化学

組成を調べる研究がかなり進んでいる。

これまでの研究から（平尾艮光:1999),１６世紀後半

の日本では金属として，金，銀，銅，スズ，鉛，上耒，

亜鉛，水銀，鉄およびそれらの合金が利用されていた。

銅材料の中で真鋪（銅と'lli鉛の合金）は日本で利用され

始めた頃もこの時期であり,１1本での鋳造があったかど

うかは今後の課題である｡１７世紀になると，キセルに
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て数時間～１日間電気分解を続け，鉛を陽極に析出させ

た。析出した二酸化鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解し，

蒸留水で希釈した。この溶液の鉛濃度を腺子吸光分析法

で測定した。試料溶液の濃度を確認した後,0.2"gの鉛

となるように適宜溶液を分取し，これにリン酸とシリカ

ゲルを加えてレニウムフィラメント上に載せた。以上の

ように準備したフィラメントを別府大学に設置されてい

る質量分析計（サーモフィッシャーサイエンティフック

社の表面電離型質量分析計MAT262)に装着し,1,200
.Cで測定した。この時の昇温時間を２０分とし，測定に

約１0分をかけるように設定し，全て手動で機器を操作

した。

鉛同位体の比の測定は次のように進められた。質量分

析計の検川器に１秒|川に集まったイオン壁を同位体の届

と認識し，各同位体の1Mtから各|｢1位体の比を計算する。

この'｢1位休比の測定をll''|の測定として分析計に記録す

る。この測定を２０１nl繰り返し,１セットの測定とする。

分析計の条件を自動調幣して，３セットを測定し，３セッ

トの平均値を鉛の'１位休比として計算する。この時，２

Ｏを外れた測定値を切り捨てて，再度計算する。測定結

果は同一の条件で測定した標準鉛NBS-SRM-981の測

定値で補正した。
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4 . 1化学組成

中llt火友府内町跡から川ｔしたメダイおよび府内型メ

ダイ１７点に関して化学組成を測定し，表ｌに示した。

その結果を表現する一つの方法として横軸をスズに，縦

軸を鉛にしたグラフを図３～図４に示した。表と図から

２点（資料番号３，７）が純銅であり，５点が鉛とスズ

の合金（資料番号１,５ ,８ ,１１ ,１６) ,１点が銅ス

ズ鉛（資料番号１４),それ以外の資料９点は純鉛製で

あった。すなわち，資料の半分以上が鉛製であった。

まず,1)これら頗域は厳密ではない。ある領域に含ま

れても，その産地の材料と類似した値であることを小し

ているだけである。この領域に含まれれば産地が決まり，

外れればその産地ではないというわけではない｡２)こ

の領域設定は日本の弥生時代～占墳時代にかけての資料

で得られたため，他の時代に関しては未知である。時代

が変わり，新しい鉱山が開発された場合には，今までと

は異なる領域の材料が現れる可能性があり，新しい領域

の資料として考察に含めなければならない。３）異なっ

た産地の材料が同じ鉛l,j位体比を示す可能性は常にある。

3.2.2鉛同位体比の測定方法

資料から一部銃などを測定用の試料として採取したｃ

試料をビーカーに入れ，硝酸で溶解した。これを蒸留水

５mlで希釈し，直流２Vで電気分解した。試料によっ

4.2鉛同位体比測定の結果

鉛I｢1位体比測定の結果を表２で示し，｜叉1５～図８に鉛

同位体比の分布を示した。図５～図８から判断すると，

１７点の資料は中国の準南産の材料および朝鮮半島産の

材料，未知の産地の材料を利用した口I能｣|'tがある。
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衣ｌ大友府|j11{l｣.跡からllll鷺したキリスト戦閏述製IIII11の化学組成(%)
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表２大友府内l}l｣跡から川上したキリスト教関連製!Y!の鉛|両1位体比値
rablc2Leadisotopevaluesofmetalobjectsl℃latedtoChristianreligionexcavatedfromOotomoFunaimachisite
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図７ 図８

Fig.７

資料番叶３,４ ,５ ,７ ,１４は中国の華南産の材料

で作られ，資料番号･６は朝鮮半島産材料を利肘したと考

えられる。しかし，資料番号ｌと１７は図５と図７の両

図におけてlijじ領域を示さないため，どちらの領域と判

断できないので現在のところでは産地の推定が難しい。

そのほか，残りの９点の資料（資料番汁２，８，９，

１０,１１,１２,１３,１５,１６)は設定されている東アジア材

料の領域から離れた狭い範囲に重なって分布するため．

|則一あるいは近接する鉱山の材料を利用したと考えられ

る。この領域を「Ｎ領域」の材料と仮称する。資料番

号１２と１６はＮ領域から少し離れたところに分布する

が，これは誤差範囲の中に含まれるため,N領域の材

料の可能性は十分あると考えられる。

メダイが宣教師によって日本へもたされたことを考え

ると,N領域の材料はキリスト教とヨーロッパの商人

達が利用した海路や経路などに関連性があるかもしれな

いｏ

4.3化学組成と鉛同位体比の測定結果の連係

メダイや十,i生架などに代表されるキリスト教遺物は宣

教師によってヨーロッパから持ち込まれたと理解されて

いる。しかし，日本の各地の遺跡からメダイと十字架の

２５



鋳型が出土しており，また中世大友府内町跡では他国で

はみられない形態をもつメダイが出土していることから，

日本国内においてもメダイや十字架などキリスト教関連

の品が製作された可能性が指摘されている。また，フロ

イスの書簡には日本でもキリスト教関連の製品が製作さ

れたことを示す内容がある故，メダイや十字架の一部分

は日本で作られた可能性がある（大分県教育庁埋蔵文化

財センター:2005)。

製品の形態で国内製であるか外国製であるかを判断す

ることは少々無理である。ただし，現在日本で確認され

ているキリスト教関連の製品の場合，歴史的観点や美術

的観点，考古学的観点などを合わせ，総合的にみると，

外国製と考えられる製品には真鋪製が多いことに対して，

日本製と考えられる製品には鉛製あるいは鉛とスズの合

金である場合が多いという（今野春樹:2006a,後藤晃
-:2005)｡しかし，これはあくまでも推測であり，化

学組成だけで製作地を判断することには限界がある。

そこで，中世大友府内町跡で出土した資料の化学組成

と鉛同位体比の測定結果を合わせてみた。図９と図10

には中世大友府内町跡から出土したメダイおよびメ府内

型メダイの化学組成を材料の産地別に区分してみた。全

１７点の資料の中で約半分が純鉛製であるが，化学組成

と材料の産地には関係がないように考えられる。すなわ

ち，中世大友府内町跡から出土したメダイの形態や製作

状態化学組成などを総合的に考えてみると，これらの

資料は日本国内で製作された可能性は十分あるが，材料

としてはＮ領域という新たな材料と中国華南あるいは

西南部の材料，朝鮮半島産材料など，外国から調達した

材料が使われたと理解できる。この結果を考える時に，

材料の産地と製作地は異なることを注意する必要がある。

1００
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6０（・か）ＱＱ 露 ｕ
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図９大友府内町跡から出土したキリスト教関連製品の化学組成
と鉛同位体比(Sn-Pb%)

Fig.９Leadisotoperatiosandchemicalcomposit ion(Sn-
Pb%)ofmetalobjectsrelatedtoChristianreligionex-
cavatedfromOotomoFunaimachisite
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図１0図９の高鉛濃度領域の拡大図(Sn-Pb%)
Fig.１OEnlargedfigureofhighleadconcentrationareainFig.9

用されたと考えられるが，日本産材料が利用されなかっ

たことが注目される。また，これまでみられなかった材

料(N領域の材料)が確認されたことも注目すべきであ

る。そこで，このような結果が中世大友府内町跡だけで

みられるのであるかどうかを確認するために，他遺跡か

ら出土したキリスト教関連製品に関しても鉛同位体比測

定を行った。また，中世大友府内町跡から出土したキリ

スト教関連製品ではない資料からも同様な結果がみられ

るかどうかを調べてみた。

5．他遺跡から出土した
キリスト教関連製品との比較

以上の測定結果からみると，中世大友府内町跡から出

土したメダイおよびメダイ様金属製品は独特な形態をもっ

ていること，製品の形態が精巧ではないこと，資料の半

分以上が純鉛製品であることなどから日本で製作された

可能性が考えられる。材料の産地としては中国の華南産，

朝鮮半島産，外国から調達した材料(N領域)などが利

5.1中世大友府内町跡から出土した他金属製品

中世大友府内町跡からはキリスト教関連製品の他にも

様々な種類の金属製品が出土した。その中で，分銅，指

輪，火挟みなどの２９点の資料に関して化学組成および

鉛同位体比測定を行った。
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表３人友府内町跡から出土した金属製品の化学組成（％）
Table3ChemicalcompositionofmetalobjectsexcavatedfromOotomoFunaimachisite

番 号 資 料 発 掘 調 査 出 土 地 Ｐ ｂ Ｓ ｎ Ｃ ｕ Ｆ ｅ Ａｓ 備 考 測 定 番 号
■ ■ ■ ■ ー ー ー ー 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ ■ 一 一 一 一 ■ ■ ■ ■ - - q ■ ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ｡ ■ ■ ■ - １ ■ ■ ■ - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 ■ ■ ■ 庫 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 q ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 一 - 一 一 ■ 一 一 一 一 一 q 子 ＝ = ＝ ■ 一 一 ■ ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ■ ■ - ■ 一 一 一 ﾛ ■ ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ I ロ ー ■ ■ Ⅱ ■ ■ 一 一 ■ ■ ■ ■ ■

１ 円 板 状 鉛 製 品 2 2 i f S O 1 2 内 ８ ４ ． ７ ０ ． ２ １ ． １ ０ ． ７ １ ３ ． ３ B P l 5 0 6
２ 鍵 ７ 次 Ｃ 地 区 P 2 2 9 3 0 . 9 2 . 2 5 4 . 5 1 2 . 3 0 . 1 B P l l 8 6
３ 鍵 ７ 次 Ｃ 地 区 P 2 5 6 2 3 . 0 1 . 4 6 3 . 3 1 2 . 1 0 . 1 B P 1 1 8 7
４ ガ ラ ス 玉 ４ ８ 次 S O 1 0 J 区 9 6 . 8 0 . 6 2 . 2 0 . 5 < 0 . 1 B P 1 0 3 2 ( 9 )
５ ガ ラ ス 玉 ４ ８ 次 S O 1 9 上 層 9 7 . 5 0 . 5 1 . 4 0 . 7 < 0 . l B P 1 0 3 3 ( 1 0 )
６ ク サ リ １ ０ 次 Ⅱ 区 S K l 4 6 4 ． ７ ０ ． １ ８ ０ ． ０ １ ５ ． ０ ０ ． ２ B P l l 8 9
７ 小 柄 ２ ０ 次 S D O 1 0 . 8 0 . 1 7 8 . 7 0 . 5 0 ． １ Ｚ ｎ 2 0 . 0 B P l 2 4 8
８ チ ェ ー ン ４ ３ 次 ０ ． ５ ０ ． １ ７ ９ ． ３ ０ ． ７ ０ ． １ Ｚ ｎ 1 9 . 4 B P l 2 3 4
９ 鉄 砲 玉 2 8 " M - 1 7 区 N o . 1 4 9 8 . 3 0 ． 3 1 . 4 < 0 . 1 < 0 . 1 B P 1 0 3 6 ( 8 )
1 0トリベ １ ２ 次 K 1 2 区 N o . 6 0 . 2 1 . 3 6 3 . 5 3 4 . 6 0 . 5 B P l 5 0 3
１ １ 鉛 玉 2 0 " 9 5 . 7 0 . 5 0 . 1 3 . 7 0 . 1 B P l 2 4 7
1 2 鉛 玉 1 5 次 A 9 9 B l 回 目 （ 実 N o . 1 7 9 ) 9 7 . 4 0 . 5 < 0 . l < 0 . 1 0 . 1 B P l 2 2 0
1 3 鉛 玉 1 0 1 8 次 Ⅳ 区 K 1 5 3 ～ ４ 層 Ｎ ｏ ． ２ ９ ９ ． １ ０ ． ７ 〈 ０ ． １ ０ ． １ ０ . l B P l 2 2 7
1 4 鉛 玉 l l * 1 8 次 Ⅳ 区 L l 4 N o . l l 9 9 5 . 7 0 . 5 < 0 . l l . 7 0 . 1 B P 1 2 2 8
1 5 鉛 玉 1 2 1 8 次 Ⅳ 区 K l 6 整 地 層 9 6 . 9 1 . 7 < 0 . l l . 3 0 . 1 B P 1 2 2 9
１ ６ 鉛 玉 1 6 9 次 ｍ 区 2 5 層 9 7 . 4 0 . 5 < 0 . 1 〈 0 . 1 ｏ ､ １ B P l 2 3 0
1 7 鉛 玉 2 8 次 S K 5 N o . 7 1 0 . 2 0 . 1 3 . 8 8 3 . 8 1 . 5 B P l 2 2 1
1 8 鉛 玉 3 7 次 Ⅱ 層 Ｇ 区 Ｓ 7 5 1 ９ ５ ． ９ ０ ． ７ ０ ． １ ０ ． ６ ０ ． １ B P l 2 2 2
1 9 鉛 玉 6 1 8 次 Ⅳ 区 L 1 4 5 層 N o . 6 9 6 . 8 0 . 7 < 0 . 1 0 . 7 0 . 1 B P 1 2 2 3
２ ０ 鉛 玉 ７ １ ８ 次 Ⅳ 区 L 1 4 N o . 8 5 層 ９ ４ ． ７ １ ． １ 〈 0 ． １ １ ． ５ ０ . l B P l 2 2 4
2 1 鉛 玉 8 1 8 次 Ⅳ 区 L 1 4 N o . 5 7 9 1 . 5 0 . 5 0 . 1 3 . 5 0 . 1 B P 1 2 2 5
２ ２ 鉛 玉 9 1 8 次 Ⅳ 区 L 1 5 N o . 1 9 6 . 9 0 . 7 < 0 . 1 0 ． 3 0 ． １ B P l 2 2 6
２ ３ 火 挟 み 4 3 " 4 4 . 8 0 . 6 3 8 . 2 1 6 . 4 0 . l B P 1 2 3 5
２ ４ 分 銅 １ ０ 次 Ⅱ 区 l l - A 1 7 . 4 3 2 . 1 3 9 . 5 8 . 8 2 . 3 B P 1 1 8 8
２ ５ 分 銅 ＊ １ ２ 次 J 1 2 3 8 . 6 3 3 . 6 1 9 . 2 0 . 5 8 . l B P 1 5 0 2
２ ６ 鉛 王 １ ６ 次 Ｌ ４ ４ Ｎ ｏ 、 ６ ８ ５ ５ ． ９ １ ３ ． ７ ２ ６ ． ９ ３ ． ６ ０ . l B P l 2 3 1
２ ７ 分 銅 ５ 次 包 含 層 2 A 5 回 目 ４ ６ ． 0 2 7 ． ３ ２ ４ ． ３ ０ ． ９ ０ . l B P l l 8 5
２ ８ 分 銅 未 製 品 1 8 次 Ⅳ 区 3 6 . 9 2 . 4 2 6 . 2 2 7 ． ７ ７ ． ０ B P l 5 0 4
２ ９ 指 輪 ４ ３ 次 4 0 . 3 5 7 . 8 0 . l l . 8 0 . 1 B P l 2 3 3

＊印が付いた資料の写真を付録に示す。

表４大友府内町跡から出土した金属製品の鉛同位体比値
isotopevaluesofmetalobjectsexcavatedfromOotomoFunaimachisiteT a b l e 4 L e a d

番号資料発掘調査出土地資料206pb/201pb207pb/204pb208pb/204pb207pb/206pb208pb/206pb測定番号
１円板状鉛製品２２次ＳＯｌ２内円板状鉛製品１８．２１８１５．７３１３８．４２９０．８６３５２.lO95BPl506
２ 鍵 ７ 次 Ｃ 地 区 Ｐ 2 2 9 鍵 １ ８ ． ５ １ ８ １ ５ ． ７ ５ ４ ３ ９ ． ０ ４ ９ ０ ． ８ ５ ０ ７ ２ . l O 8 8 B P l l 8 6
３ 鍵 ７ 次 Ｃ 地 区 Ｐ 2 5 6 鍵 １ ８ ． ２ ９ ７ １ ５ ． ７ ４ １ ３ ８ ． ７ ８ ４ ０ ． ８ ６ ０ ３ ２ . l l 9 7 B P l l 8 7
４ガラス玉４８次 S O 1 0 J 区ガラス玉１８ . ４６２１５ . ７２５３８ . ９６８０ . ８５１８２ . l l O 7 B P l O 3 2 ( 9 )
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６クサリ１０次Ⅱ区S K l ４６クサリ１８．３０１１５．７４０３８．８０４０．８６０１２ . l 2 0 3 B P l l 8 9
７ 小 柄 ＊ ２ ０ 次 S D O l 小 柄 １ ８ . ３ １ ２ １ ５ . ７ １ ３ ３ ８ . ７ ７ ６ ０ ． ８ ５ ８ １ ２ . l l 7 5 B P l 2 4 8
８ チ ェ ー ン ４ ３ 次 チ ェ ー ン １ ８ . ３ ２ ５ １ ５ . ７ １ ４ ３ ８ ． ８ １ ２ ０ ． ８ ５ ７ ５ ２ . l l 8 0 B P l 2 3 4
９鉄砲玉２８次Ｍ-ｌ７区No .１４鉄砲玉１８ .３１０１５ .６３２３８ .８６５０､８５３８２ . 1227BP1036 ( 8 )
１０トリベ１２次Ｋｌ２区Ｎｏ．６トリベ１８．４６７１５．７１７３９．０１８０．８５１１２. l l 28BP l 503
１ １ 鉛 玉 ２ ０ 次 鉛 玉 １ ８ ． ３ ４ ６ １ ５ ． ５ ９ ７ ３ ８ ． ６ ２ ３ ０ ． ８ ５ ０ ２ ２ . l O 5 2 B P l 2 4 7
１２鉛玉１５次Ａ９９Ｂ１回目(実No .179 )鉛玉118 .473１５.６５６３８．９８７０．８４７５２. l lO5BP l220
１３鉛玉１０１８次Ⅳ区Ｋｌ５３～4層No.２鉛玉１０１８．４０１１５．６１４３８．７６８０．８４８５２.lO68BPl227
１４鉛玉１１１８次Ⅳ区L1４No.11９鉛玉１１１８．２４７１５．７４３３８．４８１０．８６２８２.lO89BPl228
１５鉛玉１２１８次Ⅳ区Kl６整地層鉛玉１２１８．６８８１５．７４９３９．０８５０．８４２７２.O914BPl229
１６鉛玉１６９次Ⅲ区２５層鉛玉１６１８．４１４１５．５６４３８．５３２０．８４５２２．０９２６BP l230
１７鉛玉２８次S K５N o . ７鉛玉２１８．４４２１５．６１３３８．５７７０．８４６６２ . O 9 1 8 B P l 2 2 1
１８鉛玉３７次Ⅱ層Ｇ区Ｓ751鉛玉３１８．２６５１５．７２４３８．５１８０．８６０９２ . l O 8 8BP l 2 2 2
１９鉛玉６１８次Ⅳ区Ｌｌ４５層Ｎｏ．６鉛玉６１８．３３６１５．５８３３８．５７９０．８４９８２.lO40BPl223
２０鉛玉７１８次Ⅳ区Ｌｌ４Ｎｏ、８５層鉛玉７１８．３３５１５．５８０３８．５７２０．８４９８２.lO38BPl224
２１鉛玉８１８次Ⅳ区Ｌｌ４Ｎｏ、５７鉛玉８１８．０５１１５．６５７３８．１４７０．８６７４２. l l33BPl225
２２鉛玉９１８次Ⅳ区Ｌｌ５Ｎｏ、１鉛玉９１８．３９７１５．６１４３８．７５９０．８４８７２. lO68BP l226
２ ３ 火 挟 み ４ ３ 次 火 挟 み １ ８ ． ２ ８ ２ １ ５ ． ７ ４ ３ ３ ８ ． ７ ７ ６ ０ ． ８ ６ １ １ ２ . l 2 1 0 B P l 2 3 5
２ ４ 分 銅 １ ０ 次 Ⅱ 区 １ １ - A 分 銅 １ ８ ． ２ ９ ３ １ ５ ． ６ ７ ２ ３ ８ ． ７ ６ ５ ０ ． ８ ５ ６ ７ ２ . l l 9 1 B P l l 8 8
２ ５ 分 銅 １ ２ 次 J 1 ２ 分 銅 １ ８ ． ４ １ ９ １ ５ ． ７ ３ ２ ３ ８ ． ８ ５ ４ ０ ． ８ ５ ４ １ ２ . l O 9 4 B P l 5 0 2
２６鉛玉１６次Ｌ４４Ｎｏ、６８鉛玉１８．３２８１５．６７０３８．７８５０．８５５０２ . l l 6 1 B P l 2 3 1
２７分銅５次包含層２Ａ５回目分銅２０．７７２１６．０３２４１．３９９０．７７１８１．９９３１BP l l 8 5
２８分銅未製品１８次Ⅳ区分銅未製品１８．３６１１５．７４１３８．７６３０．８５７３２ . l l l l B P l 5 0 4
２ ９ 指 輪 ４ ３ 次 指 輪 １ ８ ． ４ ６ ３ １ ５ ． ８ ０ ２ ３ ８ ． ９ ６ ７ ０ ． ８ ５ ５ ９ ２ . l l O 5 B P l 2 3 3

誤 差 ± 0 . 0 1 0 0 . 0 1 0 ± 0 . 0 3 0 0 . 0 0 0 3 ± 0 . 0 0 0 6
＊印が付いた資料の写真を付録に示す。
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それらの値を表３～表４に小した。化学組成の測定値

から，純鉛製品（16/29)，純銅製品(1/29),銅と鉛の

合金（4/29)，銅一スズ鉛の合金（5/29)，銅１M鉛
の合金（2/29)，その他のガラス(1/29)であることが

わかった。これらの比率は前述のメダイおよび府内型メ

ダイと類似していることは特徴的であり，キリスト教関

連資料を含めた全４６点の資料の半分以上（25/46)が純

鉛製品であった。また，小柄とチェーンは真鋪製であり，

この時代に真鋪がＨ本で使われていたことを示す貰砿な

資料である。

鉛'11位体比の測定の結果,T¥#l,i製,１１１１およびガラス|息斌

などの資料にも!|1IEI華南産の材料,WI鮮半島産の材料，

未知の産地の材料(N領域の材料)を利用した111能'|'|２が

あり,H本産の材料も使われた1'１能!|'|か考えられる（衣

4,|Xl１１～図１４)｡

鉄砲に利用するための鉛壬類は主に日本産材料の領域

に分布し，日本産材料が利用された1']能性が考えられる。

Ｈ本産材料の領域に分布するいくつかの資料は宮lll奇県の

上呂久鉱山および人分県の尾平鉱111と重なって分布する

ことか注目されるが，この領域にはI|１国の西南部から出

士した銅鼓も分布する。そのため，今のところではこれ

らの資料が日本産材料であるか,!lillilの西南部の材料で

あるかを判断するのは難しい。ただし，図１５と図１６に

,｣《したように，これまで測定された鉛l§の場合,IxIの'|１

でｃと表現したｌｌ本旅材料の領域にそのほとんどが分

布した（馬淵久夫:1985)(田口止災，津金吉茂，，鴨淵
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2．２０ おり，キリスト教の研究において大切な証拠となって（

る。

本研究では長崎市にある磨屋町遺跡，勝山町遺跡，興

善町遺跡（八尾邸，新興善小跡)，ノゴ才町遺跡（高島邸，

平戸町，ミゼリコルディア跡)，築町遺跡から出土した

メダイ，十字架，聖骨箱などの１２点に関して鉛同位体

比測定を行い，表５で示し，図１７～図１９に図化した。

測定の結果，長崎市出土の資料は中国華南産材料，日

本産材料，設定されている束アジアではない材料(N

領域ではない)が利用された可能性が考えられる。その

中で，日本産材料の領域に分布するいくつかの資料は大

友府内町跡出土の金属製品の場合と同じく，宮崎県士呂

久鉱山および大分県尾平鉱山と近い値を示しているｃ中

国西南部から出土した銅鼓も近接したとろに分布するた

め，材料の産地を判断するのは難しいが，長l崎市出土の

資料の場合，細工が精巧にできており，長崎がキリスト

教の中心地であったこと，キリスト教関連製品は日本産

材料を利用したとみられる資料が今までみつかっていな

いことなどから，中国西南部の材料を利用した製品ある

いはヨーロッパで作られた製品などが外国から持ち込ま

れたという可能性がより高く考えられる。
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5.3長崎県原城跡から出土したキリスト教関連製品

島原半島の原城跡は支配階層が領民に苛酷な年貢を課

し，キリスト教の信者を弾圧したことに抵抗した土豪や

百姓などが起こした島原の乱の舞台となった遺跡である。

原城跡では長崎がキリスト教の本拠地であったこと，ま

た原城に集まった土豪や百姓の多くがキリシタンであっ

たことを示すようにメダイ，ロザリオ，十字架など数多

くのキリスト教関連製品が出土した（長崎県南有馬町教

育委員会：2004)。

原城跡からは今までに十字架が３１点，メダイが１５点，
ロザリオの珠か６０点，花十字紋瓦が４点出土している

(松本慎二:2007)。その内，鉛製十字架４点に関して鉛

同位体比測定を行い，結果を表５と図１７～図１８に示し

た。原城跡から出土した資料は日本産材料，朝鮮半島産

材料,N領域の材料が利用されたことがわかった。特

に，原城跡出土の資料からもＮ領域の材料が確認され

たことが注目される。

図ｌ６
Ｆｉ真．１６

久夫，平尾良光:1990)(平尾良光，榎本淳子:1993)

(平尾良光，鈴木浩子:2003)｡大友府内町跡出土の鉛玉

もそのほとんどが日本産材料の領域に分布し，これは今

まで測定された鉛玉の結果と類似する。当時，戦国時代

であった日本では戦いのため，大量の鉄砲玉が必要であっ

たことを考えると，短時間で大量の鉛を得るためには手

に入りやすい日本産の材料を調達した可能性が高いと考

えられる、

5.2長崎市出土のキリスト教関連製品

長崎県長崎市は１６世紀末においてキリスト教の本拠

地として知られており，このことを証明するように長崎

市ではいろいろなキリスト教の痕跡を確認することがで

きる。発掘資料や伝世品などが非常に良い状態で残って
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表５他遺跡から川kしたキリスト教関連製品の鉛同位体比値
rable5LcadisotopevaluesofmetalobjectsrelatedtoChristianreligionexcavatedfromothersites

需月

２

貨料f!
-l-字架

トィギ架
'一学架
十' f架
|=宇架
メダイ
メタ､イ
メダイ
メダイ
聖ペテロメタ、

遺跡紹
長|崎市磨屋町辿跡

磨雌町遺跡
勝山町遺跡
興菩町遺跡(八尾町）
万才町遺跡(高島邸）
勝山町遺跡
築町遺跡
〃才町遺跡(,51島邸）
万才町遺跡(平戸町）
ﾉｺ才町遺跡（ミゼリコル
ディア跡）
築町遺跡
築町遺跡
興善町遺跡（新興善小
跡）

長崎県原城跡

川壯也点
ＳＫ１６
ＳＫｌ６
夫採
３層
ｲく明
２区排水満６
表採
不明
Ｂ区３層
表採

2('';Pb/20IPb
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5.4北九州市黒崎城跡から出土したキリスト教関連製品

黒崎城跡は福岡城の築城とともに守りを固めるために

建てられた城である。黒崎城跡からはキリスト教と関連

する資料としてメダイ１点が出土し，キリスト教が黒崎

の地まで浸透したことを証明することになった。黒崎城

から出土したメダイにはキリストと聖母マリアの半身像

が片面ずつ描かれており，ロザリオの先に十字架と共に

つけられていたといわれている。

黒崎城跡から出土したメダイに閲して鉛同位体比測定

を行い，その結果を表５に示し，図１７と図１８に図化し
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た。黒崎城跡出土のメダイはＮ領域の中には含まれな

かったけれども,N領域はあくまでも仮定した範囲で，

領域はより広がる可能性は十分ある。（魯幌眩・上野

淳也．平尾良光:2007)｡また，黒崎城跡出土のメダイ

はＮ領域の材料と日本産材料と混ぜて作られた製品で

ある可能性も考えられる。

製品でもＮ領域の材料が利用されたことが注目される。

今回，比較資料として挙げた遺跡は北九州市，福岡市，

長崎市など九州に限っているが，九州地域が日本のキリ

スト教の伝来や伝播などの中心地であったことを考える

と，これら地域のどこからもＮ領域の材料が確認でき

たのは重要な意味をもつ可能性がある。

九州の各地から出土したキリスト教関連製品にＮ領

域の材料が利用されたことは,N領域の材料はキリス

ト教の日本伝来と関係がある可能性が高いことを示唆し，

これに関しては南蛮貿易とキリスト教伝来のルートを調

べることが参考になると思われる。この時にＮ領域と

いう産地がどこであるかが問題になる。これまでの研究

成果からみると,N領域の材料産地に関しては次の２
つの可能性が考えられる（魯脹眩:2007)｡

1)中国，朝鮮半島，日本のいずれかの地域で新しい鉱

山が開発された。

２）これら以外の地域の材料であって，日本の戦国時代

になって初めてそれらの地との交流から導入された。

l)の可能性として，戦国時代に新たに開発された鉱

山があったとした場合，それらの材料は少ないながらも

この後の時代，すなわち江戸時代に日本へ持ち込まれて

いても良いと考えられる。しかしながら，今までの測定

ではこのような鉛|司位体比を示す資料は見つかっていな

い。断定するにはまだ早いけれども,N領域に含まれ

る鉛材料は西暦1,500年後半にしか現れない。このこと

から1)の可能性は少ないと考えられる。

２）の可能性としてキリスト教と共に日本へもたされ

た材料であれば，ポルトガルやスペインなどをはじめと

する西欧諸国，あるいは日本への途中であるインドまた

は東南アジアのマラッカ，バンコクから香港などが可能

性として挙げられるであろう。

5.5福岡市から出土したキリスト教関連製品

福岡市の玄界灘に面した地域からメダイ１点，メダイ

様金属製品１点および鉛製燭台１点が出土した。これら

の内２点に関して鉛同位体比測定を行い，表５と図17
～図18に示した。資料が出土した地は中世後期の神谷

宗湛という商人の屋敷跡である。この神谷宗湛は朝鮮半

島との貿易で巨利を得たといわれ，黒田家（筑前の城主）

の御用商人であった（佐藤一郎：2002）（工藤瀞也：

1997)。彼が朝鮮半島との関係が強かったことを示すよ

うに，２点の資料は朝鮮半島産材料で作られていること

がわかった。朝鮮半島との関わりがあるといわれている

地および人であることを材料の産地という面から確認で

きたことは意味があることである。

5.6その他のキリスト教関連製品

以上の資料の他にも九州の各地からは様々な種類のキ

リスト教関連製品が出土した。長崎市内，平戸などには

隠れキリシタンが伝世したメダイ，十字架，ロザリオな

どがかなり残っており，天草でも数多くのキリスト教関

連製品が確認されている（今野春樹a:2006)｡また，

今でも発掘調査が行われている原城からも新たなキリス

ト教関連製品が出土する可能性は十分ある。

これらの資料に関してはまだ鉛同位体比測定が行われ

ていないが，今後，より詳しい研究が行われることを期

待する。

仮説であるが資料の化学組成から製作地の違いがわか

るという意見もある。本研究で調べた結果，資料の化学

組成と材料の産地の間には何の関係もないように考えら

れる。しかし，材料の産地と製作地は異なり，材料が日

本産ではないことが資料の製作自体が国内で行われなかっ

たことを意味することではない。それよりも，材料が外

国産であることはその外国との貿易が行われたことを示

6 ． 考 察

中世大友府内町跡出土の資料に関して材料の産地推定

を行った結果，東アジア（中国，朝鮮半島，日本)の材

料と共に今まで知られていない材料，すなわちＮ領域
の材料が利用されたという可能性が示された。また，中

世大友府内町跡以外の遺跡から出土したキリスト教関連
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スト教品を製ら，貿易から得られた材料を利用してキリ

作した可能性は十分ありうることである。

唆する証拠となり，またその貿易に宣教師が直接関与し

た可能性を示している。実際，宣教師が貿易に関与し，

得られた利益が布教活動の資金として利用されたことか
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付録代表的な資料の写真をここに載せる。

Representat ivesampleswereshowninthisappendix
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大友遺跡第1２次J1２

Photo３Leadbu l le tNo . l l ,Ootomos i teNo .1８excavat ionW
ｓec・L1４,No.1４ofTabel３

3３



鍵
幸

睡識

衣 ４ 番 号 ７ 小 柄 人 友 遺 跡 第 ２ ( ) 次 S D O l
OotomositeNo.２0excavat ionSDOl ,No.７of
４

1,1-録''〃“
Photo６Kn i fe ,

Table

付 録 写 真 ５ 表 ４ 番 号 ５ 鉛 ガ ラ ス ' ４
大友遺跡第４８次SOO９IJIYi

Photo５Leadglassball ,OotomositeNo.４８excavationuppel-
Ｓ()09．Ｎｏ．５ｏｆＴａｂｌｅ４

三

一一一一一一一一一一一一一一一

画

｛ ､ 1 . " ' ' " ' 4８ f５需号１９鉛製 ‘鮒台冊 IM l ' l i 川ｔ
Ph()to８CandlcstickmadeofleadexcavatedinFukuoka-cit)

No.1９ofTable５

1 , 1 ･妹 ' ' " 4７K５番号１８鉛製メダイ冊| n ' l j l l l l :
Ph()1()７Chrisl ianmedalmadeoflead,cxcal 'a lcdinFl lkuoka

ci(V,No.1８ofTable５

【‘淵企で出t。このⅨlli'iは神芥雅湛という博多商人の屋敷跡。川｜辿物の!|!でキリシ
イは鉛と錫の合金，燭台は鉛製。この他に府内型メダイがl{lil川lxｏi'l'谷旅湛は１６
｢博多８５一博多小学校雌没に伴うβ|職文化財発掘調査報告苔一」柵IMIIj川職文化財調

鉛製メダイと燭台はﾄIIIIIM'liの第111次‘淵企で出t。このⅨlliliは神芥雅湛という博多商人の屋敷跡。llll辿物の!|1でキリシ
タン関係資料が３繩出k。．！；典のメダイは鉛と錫の合金，燭台は鉛製。この他に府内型メダイがl{lil川lxoi'l'谷旅湛は16
111ﾆ紀後半に朝鮮半島との賀易に|%l迎・「博多８５一博多小学校雌i没に伴うβ|職文化財発掘調査報告苔一」柵IMIIj川職文化財調
査報告吾第７１１¥(2002)(比ｲ左|場一郎氏による）
ChristianmedalandcandIcstickmadeofleadwereobtainedfromthelllthexcal･ationareainFLIkuoka-shi.Theex-
caI-ationareawasestimatcdtobethel･cmainsofresidenceareofKamil･aSotan.HewasdeI-otedinthctradewith
theKoreanobjectsinthel6thcentur)･.FukLloka-shiexcal･ationreportlr_711(2002)(AfterHISAYoichiro)
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ScientificapproachtotheexcavatedChristian
objectsinMedievalPeriodofJapan

ROJiHyun!) ,GOTOKohichi2)andHIRAOYoshimitsu!)
')BeppuUniversity,GraduateSchoolofHumanities,82Kita-Ishigaki,Beppu-shi,Ooita,〒874-8501,

Japan
2)BoardofEducation,OoitaPrefecture,19770oazaNakahanda,Ooita-shi,Ooita,〒870-lll3,Japan

Leadisotoperatioandchemicalcompositionmeasurementswereappliedtotheexcavated

Christianobjectsandothersfortheunderstandingoftheproductionandcirculationofbronze

andleadmetalobjectsintheendofmedievalperiodofJapan.Europeanactivitybroughtnew

materialsandChristianreligioninJapanduringtheperiod.ManyofChristianrelatedobjects

werebroughtinJapanfortheassistanceofthemissionaryworkaftertheintroductionofthere-

ligion.Thoseobjectswereabandonedandfinallyburiedingroundaftertheseveralwarsinthose

days.

ExcavationprojectswereperformedforthenewroadconstructionworksinOoita-shiatpre-

sent,andsomeChristianobjectssuchasChristianmedals,rosariesandotherswerediscovered

fromtheMedievalPeriodOotomocastlesite.NotonlyChristianobjects,othermetalobjectssuch

asweight,knife,leadbulletandotherswerealsoexcavated.

Chemicalcompositionofthoseexcavatedobjectshowedthatmorethan60%of46samplesana-

lyzedweremadeofleadandleadalloy,andabout30%werecopperandcopperalloy.Twobrass

objectswerealsoincludedamongthem.Leadisotoperatiomeasurementssuggestedthatlead

fromChina,KoreaandJapanwereusedmainlyforthesesamples.However,therewasno

ChristianobjectthatusedleadofJapan,butfortheothernonChristianobjects,Japaneselead

wasincluded.Itwasfoundthattherewasanew(unknown)leadsourceformorethan50%of

ChristianobjectsfromOotomositeandthenewsourceleadwasalsousedfortheChristinaob-

jectsfromotherexcavationsitesasKurosakijoofKita-Kyushu-shi,FukuokaandHarajoof
Shimabarapeninsula,Nagasaki.ThenewleadmightbebroughtinJapanfromtheSouth-East

AsianareabytheEuropeanpeople.
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